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謹
ん
で
新
春
の
御
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。
会
員
各
位
の
ご
健

勝
と
ご
多
幸
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
と
共
に
、
平
素
は
当
会
に
格

別
の
ご
高
配
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
成
二
十
八
年
も
熊
本
地
方
を
震
源
と
す
る
地
震
を
は
じ
め
、

各
地
に
お
い
て
自
然
災
害
が
発
生
し
、
多
く
の
方
が
被
災
さ
れ
ま

し
た
。
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
被
災
地
の

早
期
復
興
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。

　

さ
て
、
徳
島
県
仏
教
会
で
は
、
念
願
で
あ
り
ま
し
た
ミ
ャ
ン
マ
ー

（
旧
ビ
ル
マ
）
参
拝
旅
行
を
計
画
い
た
し
ま
し
た
。
ミ
ャ
ン
マ
ー

に
お
い
て
戦
没
者
の
慰
霊
と
世
界
の
平
和
を
祈
念
す
る
た
め
に
、

シ
ュ
エ
ダ
ゴ
ン
パ
ゴ
ダ
（
眉
山
山
頂
の
パ
ゴ
ダ
の
モ
デ
ル
）
参
拝

を
計
画
（
平
成
二
十
九
年
一
月
二
十
三
日
か
ら
二
十
七
日
）
し
、「
県

仏
だ
よ
り
第
七
号
」
（
平
成
二
十
八
年
八
月
十
五
日
発
行
）
に
参

拝
募
集
を
掲
載
い
た
し
ま
し
た
が
、
残
念
な
が
ら
参
加
者
が
極
め

て
少
な
く
、
参
拝
団
（
十
五
名
）
を
組
む
こ
と
が
出
来
な
く
な
り
、

次
年
度
に
延
期
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

参
拝
を
呼
び
か
け
る
た
め
、
問
い
合
わ
せ
を
進
め
る
中
で
、
会

員
さ
ん
に
「
県
仏
だ
よ
り
」
が
届
い
て
い
な
い
仏
教
会
が
あ
る
こ

と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
会
員
全
員
に
伝
わ
っ
て
い
る
も
の
と
思
っ

て
い
た
の
で
す
が
、
非
常

に
残
念
で
す
。
広
報
委
員

会
が
精
魂
込
め
て
発
行
し

て
下
さ
る
「
県
仏
だ
よ
り
」

を
会
員
さ
ん
に
必
ず
配
付

し
て
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

次
に
、
平
成
二
十
九
年
度
総
会
（
五
月
中
を
予
定
）
で
は
、

役
員
の
任
期
満
了
で
改
選
（
任
期
二
年
）
が
行
わ
れ
ま
す
。

県
仏
教
会
で
は
、
県
内
の
各
仏
教
会
を
三
地
区
に
分
け
て

い
ま
す
。

　
　

中
央
地
区
（
徳
島
市
、
鳴
門
市
、
勝
浦
郡
、
板
野
郡

　
　
　
　
　
　
　

上
板
、
板
野
郡
中
板
、
板
野
郡
下
板
、

　
　
　
　
　
　
　

名
東
、
石
井
町
、
神
山
町
、
佐
那
河
内
）

　
　

南
部
地
区
（
小
松
島
市
、
阿
南
市
、
丹
生
谷
、
海
部

　
　
　
　
　
　
　

郡
上
灘
、
海
部
郡
牟
岐
、
海
部
郡
下
灘
）

　
　

西
部
地
区　

（
美
馬
東
部
、
美
馬
西
部
、
吉
野
川
市
、

　
　
　
　
　
　
　

阿
波
進
徳
会
、
三
好
）

　

こ
の
三
地
区
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
理
事
二
名
（
代
表
理
事
選

出
地
区
は
三
名
）
、
監
事
一
名
（
代
表
理
事
選
出
地
区
以
外
）

の
理
事
七
名
、
監
事
二
名
を
選
出
し
ま
す
。
年
間
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
、
基
本
的
に
は
年
四
回
の
理
事
会
と
年
一
回

の
総
会
（
共
に
監
事
を
含
む
）
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
選
出

さ
れ
た
理
事
の
内
よ
り
代
表
理
事
・
理
事
長
一
名
、
副
理

事
長
二
名
が
選
出
さ
れ
ま
す
。
各
地
区
仏
教
会
で
の
行
事

等
で
、
定
数
配
分
に
留
意
し
て
選
出
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う

お
心
が
け
く
だ
さ
い
。

　

本
年
も
徳
島
県
仏
教
会
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　

寒
さ
が
一
段
と
厳
し
く
な
り
ま
す
の
で
、
ご
法
体
ご
自

愛
く
だ
さ
い
。

合
掌
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義
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各
宗
派
の
紹
介

　

当
派
は
弘
法
大
師
を
宗
祖
と
仰
ぎ
、
寛
平

法
皇
の
御
開
山
で
仁
和
寺
を
総
本
山
と
致
し

ま
す
。

　

平
安
時
代
初
期
、
第
五
十
八
代
光
孝
天
皇

が
京
都
大
内
山
南
麓
に
阿
弥
陀
三
尊
を
本
尊

と
す
る
一
寺
の
建
立
を
発
願
な
さ
れ
た
の
が

仁
和
寺
の
始
ま
り
で
す
。

　

光
孝
天
皇
は
、
御
即
位
の
時
既
に
御
老
齢

近
く
、
竣
工
を
視
る
こ
と
無
く
崩
御
な
さ
れ

ま
し
た
。
御
意
志
を
継
が
れ
た
第
五
十
九
代

宇
多
天
皇
に
よ
り
、
仁
和
四
年
（
八
八
八
）

に
金
堂
が
完
成
、
「
西
山
御
願
寺
」
と
呼
ば

れ
ま
し
た
が
、
や
が
て
年
号
の
「
仁
和
」
を

と
っ
て
仁
和
寺
と
称
さ
れ
ま
し
た
。
宇
多
天

皇
は
、
御
在
位
十
年
の
三
十
一
才
で
醍
醐
天
皇
に
譲
位
な
さ
れ
、
東
寺
の
益
信

を
戒
師
と
し
て
御
出
家
、
法
皇
と
し
て
仁
和
寺
に
室
（
僧
坊
）
を
営
ま
れ
生
涯

を
真
言
密
教
の
修
行
に
過
ご
さ
れ
、
爾
来
、
仁
和
寺
は
御
室
御
所
と
敬
称
さ
れ

、
御
室
は
附
近
一
帯
の
地
名
と
も
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
歴
代
天
皇
の
皇
子
が

門
跡
（
住
職
）
の
地
位
を
継
承
さ
れ
、
明
治
維
新
ま
で
、
門
跡
寺
院
の
筆
頭
と

し
て
統
括
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

益
信
を
祖
と
す
る
宇
多
法
皇
の
法
流
は
広
沢
流
と
呼
ば
れ
、
醍
醐
寺
の
小
野
流

と
共
に
、
東
密
事
相
の
根
本
二
流
の
一
つ
と
し
て
興
隆
し
ま
し
た
。
仁
和
寺
の

伽
藍
は
、
応
仁
の
乱
の
戦
火
を
受

け
、
応
仁
二
年
（
一
四
六
八
）
に

そ
の
大
部
分
を
焼
失
し
ま
し
た
。

現
在
の
伽
藍
の
ほ
と
ん
ど
は
、
江

戸
初
期
の
寛
永
年
間
に
、
第
二
十

一
代
覚
深
法
親
王
が
、
徳
川
幕
府

の
援
助
を
受
け
再
建
さ
れ
ま
し

た
。
樹
高
が
低
く
遅
咲
き
で
有
名
な
御
室
桜
も
、
現
存
す
る
も
の
は
こ
の
頃
か

ら
植
え
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
四
月
下
旬
に
は
、
洛
中
最
後
を
か
ざ

る
御
室
桜
を
め
で
る
人
々
で
、
境
内
は
大
い
に
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
て
お
り
ま

す
。

　

仁
和
寺
は
平
成
六
年
（
一
九
九
四
）
に
「
古
都
京
都
の
文
化
財
」
と
し
て
ユ

ネ
ス
コ
の
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

（
以
上
は
、
旧
御
室
御
所　

世
界
文
化
遺
産　

仁
和
寺　

平
成
二
十
五
年
十
二

月
第
八
版
か
ら
の
抜
粋
）

徳
島
支
所
管
内
の
状
況

　

支
所
教
学
講
習
会
、
仁
和
伝
法
所
で
の
伝
授
等
へ
の
参
加
に
よ
る
法
流
の
研

鑽
等
の
教
相
、
お
護
摩
、
大
般
若
転
読
等
の
事
相
の
両
面
に
励
み
、
檀
家
信
者

の
方
々
に
も
、
本
山
か
ら
特
派
布
教
師
を
お
呼
び
す
る
等
布
教
活
動
も
盛
ん
に

実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
近
年
は
金
剛
流
御
詠
歌
御
室
金
剛
講
の
活
性
化
に
力
を

注
が
れ
て
お
り
ま
す
。

宗
派
の
特
色
あ
る
取
り
組
み

　

「
一
味
和
合
」
を
法
語
と
し
て
、
「
手
を
つ
な
ご
う
・
・
・
助
け
あ
い
・
語
り

あ
い
・
信
じ
あ
う
・
・
・
わ
れ
ら
み
な
仏
の
子
」
を
仁
和
寺
の
標
語
と
し
て
、

日
々
こ
れ
ら
を
三
密
の
修
行
と
し
て
と
ら
え
「
凡
聖
不
二
」
を
説
く
べ
く
布
教

活
動
を
実
践
致
し
て
お
り
ま
す
。

（
文　

つ
る
ぎ
町　

真
光
寺　

井
村
淳
海
）

真
言
宗
御
室
派

仁和寺二王門

御室桜と五重塔

お　

む　

ろ　

は　

に
ん
な
じ

か
ん
ぴ
ょ
う

や
く
し
ん

お
お
う
ち
や
ま

に
し
や
ま
ご
が
ん
じ

か
く
じ
ん
ほ
っ
し
ん
の
う
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平
成
二
十
八
年
九
月
二
十
六
日
、
平
和
記
念
塔
パ
ゴ
ダ
に
お

い
て
戦
没
英
霊
過
去
帳
慰
霊
法
要
が
厳
修
さ
れ
、
県
ビ
ル
マ
会

を
中
心
と
し
た
戦
没
者
遺
族
約
八
十
名
が
参
列
さ
れ
ま
し
た
。

パ
ゴ
ダ
一
階
ホ
ー
ル
に
設
け
ら
れ
た
祭
壇
に
戦
没
者
過
去
帳
・

大
東
亜
戦
没
者
並
び
殉
国
英
霊
の
位
牌
を
安
置
し
、
初
め
に
徳

島
県
仏
教
会
岡
部
義
典
理
事
長
に
よ
る
洒
水
・
達
嚫
の
後
、
来

賓
と
し
て
徳
島
県
遺
族
会
よ
り
慰
霊
の
言
葉
を
い
た
だ
き
、
そ

の
後
岡
部
理
事
長
を
導
師
と
し
て
十
二
名
の
各
宗
僧
侶
に
よ
る

読
経
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
参
列
者
は
読
経
に
合
わ
せ
て
順
に
焼

香
を
行
い
、
戦
没
者
の
供
養
を
祈
り
、
法
要
終
了
後
は
岡
部
義

典
理
事
長
に
よ
る
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

秋
季
戦
没
英
霊
過
去
帳
慰
霊
法
要

軍
刀
を
パ
ゴ
ダ
に
奉
納

　

平
成
二
十
九
年
一
月

一
三
日
、
眉
山
山
頂
パ

ゴ
ダ
に
て
軍
刀
が
奉
納

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
軍
刀
は
、
大
東

亜
戦
争
に
お
い
て
、
故

片
山
博
さ
ん
が
、
タ
イ

へ
出
征
の
際
に
、
携
帯

し
た
も
の
で
、
博
さ
ん
の
長
男
毅
さ
ん
（
阿
南
市
在
住
）
が

遺
品
整
理
で
発
見
し
た
軍
刀
で
す
。
警
察
に
届
け
出
後
、
教

育
委
員
会
で
の
審
査
の
結
果
、
刃
に
つ
い
て
は
処
分
す
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
が
、
柄
、
鐔
、
鞘
を
パ
ゴ
ダ
に
奉
納
す
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
奉
納
式

は
博
さ
ん
の
命
日
で
あ
り
ま
す

一
月
十
三
日
午
前
十
一
時
か
ら
、

岡
部
理
事
長
を
導
師
、
新
居
委

員
長
（
平
和
の
塔
委
員
会
）
、
谷

委
員
長
（
広
報
委
員
会
）
を
職

衆
と
し
て
執
行
し
、
片
山
家
よ

り
四
名
の
ご
親
族
が
参
列
さ
れ

ま
し
た
。
今
後
パ
ゴ
ダ
に
博
さ

ん
の
写
真
と
と
も
に
陳
列
さ
れ

ま
す
。

つ
か

つ
ば

さ
や

十
九
年
一
月

眉
山
山
頂
パ

軍
刀
が
奉
納

た
。

刀
は
、
大
東

お
い
て
、
故

ん
が
、
タ
イ

際
に
、
携
帯

市
在
住
）
が

け
出
後
、
教

処
分
す
る
こ

に
奉
納
す
る

た
。
奉
納
式

で
あ
り
ま
す

十
一
時
か
ら
、

師
、
新
居
委

委
員
会
）
、
谷

員
会
）
を
職

片
山
家
よ

が
参
列
さ
れ

ダ
に
博
さ

に
陳
列
さ
れ

（４）平成２９年２月１日 県仏だより 第８号

県
仏
教
会
の
慶
弔
規
定
が
あ
り
ま
す
の
で
、
左
記
に
該
当
す
る
こ
と
が
ご
ざ
い
ま

し
た
ら
、
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
な
お
、
申
請
用
紙
は
県
仏
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能
で
す
。h

t
t
p
:
/
/
t
o
k
u
k
e
n
b
u
t
s
u
.
c
o
m

慶
事　

一　

御
住
職
の
結
婚
（
住
職
に
限
る
）
二　

本
堂
の
新
築
及
び
改
築

弔
事　

一　

御
住
職
の
遷
化
（
住
職
に
限
る
）

事務局
だより

編
集
後
記
○
正
月
号
と
言
い
な
が
ら
発
行
が
遅

く
な
り
ま
し
た
。
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
○
今

期
の
広
報
委
員
会
が
発
行
し
ま
す
「
県
仏
だ
よ

り
」
も
今
回
が
最
終
で
す
。
ご
拝
読
、
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。


